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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 20 年２月１日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしま

したのでお知らせします。 

 

記 

 

１．平成 20 年３月期通期業績予想の修正（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日） 

(1) 連結 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり
当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭

前 回 発 表 予 想           （Ａ） 36,400 3,400 2,750 1,830 82 02 

今 回 修 正 予 想           （Ｂ） 34,540 3,270 2,270 1,010 45 27 

増  減  額         （Ｂ－Ａ） △ 1,860 △  130 △  480 △  820 △ 36 75 

増 減 率           （％） △  5.1 △  3.8 △  17.5 △  44.8 △  44.8 

（ご参考） 

前期実績（平成 19 年３月期） 
34,767 3,342 3,418 2,348 105 73 

 

(2) 個別 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり
当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭

前 回 発 表 予 想           （Ａ） 27,600 1,800 1,200 740 33 17 

今 回 修 正 予 想           （Ｂ） 26,626 1,431 386 208 9 36 

増  減  額         （Ｂ－Ａ） △  973 △  368 △  813 △  531 △ 23 81 

増 減 率           （％） △  3.5 △  20.5 △  67.8 △  71.8 △  71.8 

（ご参考） 

前期実績（平成 19 年３月期） 
29,063 3,079 3,226 2,072 93 30 

 

 

 

 

 



 

２．修正の理由 

 

 長期に渡り円安ドル高傾向で安定していた為替相場は、当第４四半期において米国のサブプライ

ムローン問題に端を発した金融不安から、急激な円高ドル安の進行へと変わりました。 

 当社想定レートも、期初 1 ドル 115 円、第３四半期終了時では 1 ドル 110 円として、売上高及び

利益の確保に努めましたが、急激な円高ドル安は一時 100 円を割り込む場面も見受けられました。 

 このような情勢の中、当社は為替リスクに対する認識の甘さから、外貨ポジション調整が遅れた

ことにより、個別決算において 1,154 百万円、連結決算おいては 650 百万円の為替差損を計上する

ことになりました。 

 また、連結決算においては、「連結税効果実務指針第 15 項」により、未実現利益の消去に係る将

来減算一時差異を計上できなかったことから、法人税等調整額が増加することになりました。 

 以上の状況から、連結決算においては当期純利益が、個別決算では経常利益及び当期純利益が前

回発表値を大きく下回る見込みとなりました。 

 なお、平成 19 年 12 月に適切な為替対策を講じていれば、個別決算における為替差損は 10 億円程

度圧縮され、連結決算では為替差益を計上することも想定されました。 

 当社はワールドワイドにビジネスを展開しており取扱通貨は多元に渡っております。また、連結

ベースでは米国での輸入販売高は全体売上の 10％程度であり、為替管理を適宜行っていれば米国ド

ルの為替変動の影響は相対的に小さいものであります。 

 来期については、外貨ポジションの適正化を図ることに注力し、為替の変動に強い体制の構築に

全力であたる所存であります。 

 配当金につきましては、安定配当の観点から当初の予想（1株当たり中間期末 7円、期末 7円、年

間 14 円）を変更しておりません。 

 

（ご参考） 

為替対策を取った場合の想定損益計算書 

(1) 連結 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 百万円

今 回 修 正 予 想              （Ａ） 34,540 3,270 2,270 1,010 

為替対策を取った場合の想定値（Ｂ） 34,540 3,270 3,270 1,930 

増  減  額            （Ｂ－Ａ） － － 1,000 920 

 

(2) 個別 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 百万円

今 回 修 正 予 想              （Ａ） 26,626 1,431 386 208 

為替対策を取った場合の想定値（Ｂ） 26,626 1,431 1,386 800 

増  減  額            （Ｂ－Ａ） － － 1,000 592 

 

 

（注）上記の業績予想は、本資料発表日現在において入手している情報及び合理的であると判断する

一定の前提に基づいて作成したものであり、実際の業績等は様々な要因により異なる可能性が

あります。 

 

以  上 


